
漁業経営体質強化機器設備導⼊⽀援事業 【令和６年度予算概算要求額420（99）百万円】

＜対策のポイント＞
⾼収益・環境対応型漁業として、福島県に加え近隣県における迅速かつ効率的な漁業の再建及び発展を図るため、⽣産性向上、省⼒・省コスト化に資する
漁業⽤機器設備の導⼊を⽀援します。

＜政策⽬標＞
我が国⽔産業において重要な位置を占める被災地の⽔産業の早期復興

［お問い合わせ先］⽔産庁企画課（03-6744-2341）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．⽣産性向上等に資する漁業⽤機器設備の導⼊に対する⽀援

◯ 福島県、⻘森県、岩⼿県、宮城県、茨城県及び千葉県の漁業者のグループが

⾏う⽣産性向上、省⼒・省コスト化に資する漁業⽤機器設備（ＬＥＤ集⿂灯・漁

船⽤エンジン（船外機・船内機）、海⽔冷却装置等）の導⼊費⽤を⽀援します。

＜事業の流れ＞

漁業者グループ⺠間団体等

定額

国

1/2

○漁業⽤機器設備の例

①ＬＥＤ集⿂灯

約5％
削減

約30％
削減

※ 下線部分は、省エネ型漁業⽤機器設備導⼊により⾒込まれる
燃油使⽤量削減率の例

②漁船⽤エンジン
（船内機）

③漁船⽤エンジン
（船外機）

④海⽔冷却装置


